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常務理事兼事務局長 蓮田　尚

事業部 事務局次長兼事業部長

２．ＤＭＯの登録要件に対する自己点検

合意形成の仕組みにおいて、ＤＭＯが中核的立場になっている（会議体を主導する等）

戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した上で、資
料を作成し、書面により関係者と共有している

地域の多様な関係者で合意形成する仕組みを構築し、その仕組みの中に、
①地域が「売り」とする観光資源の関係者、②宿泊事業者、③交通事業者、④行政
が全て参画している

戦略において設定するコンセプトが、地域の強みや魅力を端的かつ分かりやすく表現している

asami.matsuo@sasebo-sight.com

点検項目

〔２〕

戦略を踏まえ、観光資源の磨き上げや地域が観光客に提供するサービスの品質管理・向上・
評価が実施される仕組みや体制が構築されている

（例）
・交通事業者が正式なメンバーに含まれてい
ない。

戦略の共有を行う際には、その戦略に照らして、地域の多様な関係者が参画し、ＤＭＯが主導
する合意形成の場において、地域における取組の不足や重複等の調整を定期的に行ってい
る

情報発信・プロモーションについては、戦略に基づいて、ＤＭＯ及び地域の多様な関係者が協
働し、一元的かつ効率的に行っている

ＰＤＣＡの実施に際して、上記〔２〕Ⅴの評価・分析に基づき、必要に応じて計画の見直しを行っ
ている

少なくとも、延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率について継続的にデー
タを全て収集している（また、ＷＥＢサイトのアクセス状況、住民満足度のデータを収集してい
ることが望ましい）

誘客マーケットに関するターゲット設定について、収集したデータの分析結果に基づいて設定
している

〔１〕

〔３〕

（例）
・自治体が会議体を主導している。

（左欄で満たしていないを選択した場合）
具体的に、どのような点において
満たしていないと認識しているか

〔４〕

〔５〕

安定的かつ多様な運営資金を確保する手段として、特定財源（宿泊税・地方税等の地方税、
負担金）、自治体からの受託事業、収益事業、会費等が考えられるが、これらの財源を確保で
きる見通しがある

ＤＭＯの持続可能な運営のため、運営収支や安定的な運営資金の確保に関する財務責任者
（ＣＦＯ：チーフ・フィナンシャル・オフィサー）を設置している

ＤＭＯが法人格を取得している

上記〔２〕Ⅰ～Ⅲを踏まえた適切な項目及び目標数値のＫＰＩが設定されている
（延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率の４項目は必須とし、地域の実情
に応じた適切な年次、目標数値、伸び率等が設定されている）

運営資金のうち、行政からの支出による財源（補助金等）が過半を占めている場合は、自主財
源の確保について関係自治体と共に具体的な検討が行われている

ＤＭＯの業績について対外的に説明責任を果たすため、最終的な責任者が明確化されている

データ分析に基づいたマーケティングに関する責任者（ＣＭＯ：チーフ・マーケティング・オフィ
サー）が専従で最低一名存在している

上記〔３〕Ⅰとして、ＤＭＯにおいて自らの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や観光地
域づくりの取組による地域経済・社会の変化の分析結果等を記載した資料を作成し、書面に
より関係者に説明・共有している

地域社会とのコミュニケーションを確保するために、地域住民を含めた関係者に対して、観光
地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組を実施している
（広域連携ＤＭＯ及び単独都府県の地域連携ＤＭＯを除く）

観光地域づくり法人（DMO）事業報告書

課長 松尾　麻美

記入日

令和4年4月1日～令和5年7月31日記入対象期間

令和5年7月28日

記入者
（担当者）
連絡先

事業部企画課

0956-23-3369

－

DMO名称 公益財団法人佐世保観光コンベンション協会

DMO登録区分 登録DMO

１．基本情報

宮地　秀郎

候補DMO 登録日 平成28年11月2日 平成29年11月28日登録DMO 登録日

理事長 辻󠄀　宏成

－

※　黄色枠部分についてご記入ください。

※　提出時期は、【毎事業年度の終了後４か月以内】となりますのでご注意ください。
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３．具体的な取組状況

①観光圏推進協議会（最高意思決定機関4名）
内容：佐世保市長・小値賀町長・おぢかアイランドツーリズム協会理事長・佐世保観光コンベンション協会理事長からなる最高意思決定機関
頻度：年1回。その他、必要がある場合。

②観光圏推進委員会（執行機関20名）
内容：事業の方針決定、合意形成、情報共有。
頻度：年2回程度開催。

③観光圏戦略会議
内容：同推進委員会の方針･戦略の策定にあたる各推進部門の情報共有を行う　
頻度：事業進捗にあわせ必要に応じ随時開催。

④西九州させぼ広域都市圏連携会議
内容：近隣の12市町と連携して、“西海国立公園”をはじめとした海でつながる西九州させぼを自然や歴史・食などをテーマに観光資源を磨き上げ、選ばれる観
光地づくりを目指す。
頻度：年2回程度開催。（平戸市・松浦市・西海市・伊万里市・東彼杵町・川棚町・波佐見町・小値賀町・新上五島町・有田町・佐々町・佐世保市）

⑤佐世保市関係部署との進捗会議
内容：佐世保市観光課、文化財課、まち整備課、文化国際課、佐世保観光コンベンション協会の各事業に関する進捗スケジュール共有会議。
頻度：毎月1回開催。

⑥佐世保市と小値賀町との進捗会議
内容：佐世保市観光課、佐世保観光コンベンション協会、小値賀町産業振興課、おぢかアイランドツーリズム協会との4者で事業の進捗スケジュール共有会議を
実施している。
頻度：毎月1回開催（月1オンライン、四半期毎にリアルで開催）

⑦肥前窯業圏活性化推進協議会
内容：「日本遺産」である佐賀・長崎両県にまたがる肥前窯業圏（佐賀県：唐津市・伊万里市・武雄市・嬉野市・有田町／長崎県：佐世保市・平戸市・波佐見町）と
しての観光地づくりの方針や戦略をまとめる戦略会議。
頻度：毎月1回程度開催。（唐津市、唐津焼協同組合、唐津やきもん祭り実行委員会、伊万里市、伊万里鍋島焼協同組合、伊万里市観光協会、武雄市、一般財
団法人武雄市観光協会、武雄市商工会、嬉野市、一般社団法人嬉野温泉観光協会、肥前吉田焼窯元協同組合、有田町、一般社団法人有田観光協会、株式会
社有田まちづくり公社、佐世保市、佐世保観光コンベンション協会、三川内陶磁器工業協同組合、平戸市、平戸観光協会、公益財団法人松浦史料博物館、波佐
見町、波佐見焼振興会、一般社団法人波佐見町観光協会）

⑧その他
内容：上記のほか、宿泊事業者に特化した定期的な会議を設けている。
・佐世保市内宿泊事業者定例会（参加：佐世保旅館ホテル協同組合、佐世保市観光課、佐世保観光コンベンション協会）　毎月１回

上記合意形成の仕組みとなる会議体以外の設置状況・開催実績について、ご記入ください。（例：分科会、ワーキンググループ、実務担当者会議　等）

合意形成の仕組みとして位置づけている
会議体の名称（例：理事会、協議会　等）

・観光圏推進協議会（最高意思決定機関4名）
・観光圏推進委員会（執行機関20名）

直近１年間における開催実績と参加人数
　※開催していない場合は、その理由と
今後の見通しを記載すること。

令和4年度　第1回　観光圏推進委員会開催（開催日：令和5年2月7日）
・出席者16名、事務局6名
令和4年度　第1回　観光圏推進協議会開催（開催日：令和5年3月15日）
・出席者10名、事務局9名

上記合意形成の仕組みの概略
（例：DMOの役割、行政やその他構成員
の役割分担　等）

・観光圏推進協議会
佐世保市長・小値賀町長・おぢかアイランドツーリズム協会理事長・佐世保観光コンベンション協会理事長からなる最
高意思決定機関
・観光圏推進委員会
事業の方針決定、合意形成、情報共有。

（１）DMOを中心として観光地域づくりを行うことについての多様な関係者との合意形成について

（記入上の留意点）
※　形成計画の記載内容に基づき、実際に取り組んだ実績や成果をご記載ください。
※　いつ取組を行ったのか、具体的な時期をなるべく盛り込んでいただきますようお願い致します。
※　途中段階の取組であっても、どこまで達成できたのか、いつ達成する見込みなのかをなるべく詳細にご記載ください。

　【関連する点検項目】
　〔１〕Ⅰ．合意形成の仕組みにおいて、ＤＭＯが中核的立場になっている（会議体を主導する等）



　【関連する点検項目】
　〔１〕Ⅱ．地域の多様な関係者で合意形成する仕組みを構築し、その仕組みの中に、①地域が「売り」とする観光資源の関係者、②宿泊事業者、③交通事業
者、④行政　が全て参画している

佐世保市、小値賀町

上記合意形成の仕組みとなる会議体における構成員のうち、以下の①～④に該当する関係者の組織・団体名を全て挙げてください。
　　※会議体の最新版の構成員名簿を添付すること。
　　※関係者がいない場合には、その理由を明記すること。

　①地域が売りとする観光資源の関係者
（文化財、国立公園、農泊、アクティビ
ティー、農林水産業、商工業　等）

　②宿泊事業者（旅館、ホテル　等）

　③交通事業者
（鉄道、バス、タクシー　等）

　④行政

◆観光･文化施設事業者
させぼパール・シー㈱、ハウステンボス㈱、公益財団法人佐世保地域文化事業財団
◆商工、農林水産業事業者
佐世保商工会議所、小値賀町商工会、ながさき西海農業協同組合、佐世保市水産振興協議会（圏域に所在する６漁
協）、一般社団法人佐世保物産振興協会、させぼ四ヶ町商店街協同組合、佐世保三ヶ町商店街振興組合
◆教育機関
長崎国際大学、長崎県立大学、長崎短期大学
◆地域金融機関
十八親和銀行、九州ひぜん信用金庫、西海みずき信用組合
◆地域団体
NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会、一般社団法人宇久町観光協会、NPO法人黒島観光協会、江迎活性化協
議会、みかわちの魅力あるまちづくり実行委員会、俵ヶ浦半島開発協議会、チーム俵、SASEBOまち元気向上委員会、
一般社団法人RE PORT SASEBO、一般社団法人高島活性化コンベンション協会、株式会社ミライステラス
◆各種イベント等の実行員会
YOSAKOIさせぼ祭り実行委員会、佐世保JAZZ実行委員会、SASEBO JAM FESTIVAL実行委員会、きらきらフェスティ
バル実行委員会
◆その他
一般社団法人佐世保青年会議所、佐世保商工会議所青年部、株式会社FMさせぼ

佐世保旅館ホテル協同組合

西肥自動車㈱、佐世保市タクシー協会、九州旅客鉄道㈱、松浦鉄道㈱、佐世保旅客船協会



目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

全体 116,760 44,376 123,770 43,635 131,200 61,558 80,000 96,000 100,000

インバウンド 9,387 1,857 10,898 1,539 12,389 1,539 4,000 5,500 6,000

全体 44,007 35,581 44,007 34,491 24,000 24,036 26,000 28,000 30,000

インバウンド 51,400 48,500 52,100 58,600 46,000 39,200 47,000 48,000 49,000

全体 1,913 1,098 1,977 1,026 1,385 1,547 1,622 1,900 1,957

インバウンド 267 66 309 55 73 63 96 127 168

全体 90.0 95.2 91.0 93.4 92.0 92.2 93.0 94.0 95.0

インバウンド 52.7 53.3 53.9 54.5 55.1 55.7

全体 73.8 63.4 74.0 72.5 73.0 60.1 73.5 74.0 74.5

インバウンド 0.816 0.821 21.5 22.0 22.5

－ 3,400 － 4,719 10,600 10,636 12,720 15,260 18,310

74.0 62.3 76.0 62.2 64.0 61.1 65.0 66.0 67.0 .

－ － － － 1,028,200 1,028,628 1,060,000 1,091,800 1,124,500 .

－ － － － 892,400 894,034 920,000 947,600 976,028 .

　【関連する点検項目】
　〔２〕Ⅰ．少なくとも、延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率について継続的にデータを全て収集している（また、ＷＥＢサイトのアクセス状
況、住民満足度のデータを収集していることが望ましい）
　〔２〕Ⅱ．戦略において設定するコンセプトが、地域の強みや魅力を端的かつ分かりやすく表現している　
　〔２〕Ⅲ．誘客マーケットに関するターゲット設定について、収集したデータの分析結果に基づいて設定している
　〔２）Ⅳ．上記〔２〕Ⅰ～Ⅲを踏まえた適切な項目及び目標数値のＫＰＩが設定されている（延べ宿泊者数、旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率の４項目は
必須とし、地域の実情に応じた適切な年次、目標数値、伸び率等が設定されている）

ＫＰＩの達成状況についてご記入ください。　※過去３年間、今後３年間分を記入すること。

項目
【単位】

2020（R２）年度 2021（R３）年度

（２）各種データ等の継続的な収集・分析、データ等に基づく明確なコンセプトに基づいた戦略（ブランディング）の策定、
　　　ＫＰＩの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析

必須ＫＰＩ

①－１　旅行消費額
（総額）
【千円】

①－２　旅行消費額
（一人当たり単価）

【円】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
1年を通して実施した宿泊キャンペーンや、10月からの全国旅行支援、国外では、入国者数の上限撤廃、個人旅行のビザなし渡航も解禁となり、特に後
半期を中心に持ち直しの動きがみられ、旅行消費額は前年比141.0％となったが、コロナ前と比較すると2019年比44.1％減となった。
旅行消費単価については、R4年度からKPIを第3期「海風の国」佐世保・小値賀観光圏整備計画に順じて変更した。

②延べ宿泊者数
【千人泊】

①顧客満足度調査事業
全国の観光圏と連携して来訪する外国人及び日本人の属性、消費額等の調査を行った。
調査サンプル数　実績1,229件	　目標700件　達成状況175.6％

②観光地点調査事業
主要観光地点の入込客数のデータ収集を行った。
調査個所：展海峰（2箇所）、弓張岳展望台（1箇所）、神崎鼻公園（1箇所）

③その他
多様化するニーズを把握し観光客の増加や滞在時間の延長を図るため、地域資源の掘り起こしや旅行商品の開発、プロモーション方法、観光客の満足度及び
再来訪率向上の取組み、アクションプラン事業における観光ニーズ調査、二次交通施策効果などの基礎資料となる市場調査を行った。
ア.ツアー企画ABテスト調査
イ.GAP調査
ウ.ユニバーサルツーリズム関連調査

宿泊客数は約152万9千人（前年比143.6%、約46万4千人増／2019年比82.8%、約31万7千人減）、うち外国人宿泊者数は6万3千人（前年比114.5%、8千人
増／2019年比37.5%、10万5千人減）と、いずれも3年ぶりに前年を超える結果となり、コロナ前の水準には戻りきらずＶ字回復とまでは言えないものの、
観光の本格的な回復に向け明るい兆しが見え始めた年となった。

③来訪者満足度
【％】

2022（R４）年度 2023（R５）年度 2024（R６）年度

公式HPエンゲージのあった
セッション数

データに基づく明確なコンセプトを持った戦略策定に至るまでのプロセスや、分析方法（内部・外部環境分析、SWOT分析、STP分析、マーケティング・ミックス等）
について、ご記入ください。
　※自治体が策定する観光振興計画が存在する場合は、当該計画と戦略との整合性が留意されているかも踏まえて記入すること。
　※ＤＭＯとして策定した戦略の内容が分かる資料が存在すれば、添付すること。

総合満足度「大変満足」が34%、紹介意向「大変そう思う」が33%、再来訪意向「大変そう思う」が21%。来訪回数「リピーター・計」は60%。４指標とも過去最
高水準となった昨年度と比べると、総合満足度「大変満足」以外は低下しているものの、総合満足度「大変満足」は、さらに評価を伸ばし、「満足度・計」
は僅かに低下したとはいえ依然高水準を維持している。

④リピーター率
【％】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
昨年度から12ポイントダウンしている。R3が突出して高い数値なのは、コロナ禍でマイクロツーリズムが大半を占め、日帰り観光客が増加したことから高
い数値となっていると考えられる。アフターコロナからは、宿泊客、インバウンドの増加により、リピーター率の確保により努めなければならない。

その他の目標

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析

2025（R７）年度

観光素材認知度（九十九島）

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析 当圏域を代表し「九十九島（くじゅうくしま）」の認知度をH30年度に70％に設定したが、コロナ禍を経てR4年度に目標数値を設定しなおした。

ワンストップ窓口での旅行商品
参加数【人】

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
R4.8月にコロナ禍やFIT化による売上減少のため、「クルーズバス海風」を定期運行を廃止した。一方で、「SASEBO軍港クルーズ」や「海軍さんの散歩
道」など人気の高い日本遺産コンテンツの集客を伸ばし、安定化を図るため、新たに目標数値を設定した。

公式HPユーザー数

直近のＫＰＩ達成状況に対する分析
公式HPについては、Googleが提供するウェブ分析サービスがR5.7月よりGA4として導入されたことにより、これまで指標としていたアクセス数やページ
ビュー数ではなく、より個々のユーザーの行動とエンゲージメントに焦点を当てたものに変更となったことから、指標をユーザー数と、エンゲージのあった
セッション数に変更した。R4年度を基準年とする。



取得状況

デジタル化やDXを推進するための取組の実績について、ご記入ください。
（例：CRM、DMPの導入、地域内の宿泊施設へのPMS導入支援、MaaSによる二次交通の利便性向上　等）

佐世保観光情報センター入口に設置している観光案内デジタルサイネージの多言語化（簡体字･繁体字･韓国語）の充実を図った。

戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した資料を作成し、書面により関係者に共有した実績についてご記入ください。
　※ＰＤＣＡの実施については、評価・分析に基づいて、必要に応じて計画の見直しを行った場合は、その具体例も記入すること。
　※実際に共有を行った資料を添付すること。

　【関連する点検項目】
　〔２〕Ⅴ．戦略の策定状況、ＫＰＩの達成状況、ＰＤＣＡの実施状況について毎年評価・分析した上で、資料を作成し、書面により関係者と共有している
　〔２〕Ⅵ．ＰＤＣＡの実施に際して、上記〔２〕Ⅴの評価・分析に基づき、必要に応じて計画の見直しを行っている

〇観光人材育成講座･体験コンテンツ造成事業
持続可能な観光地域づくりの一環として、観光人材の育成を目的に、佐世保出身の元日本テレビプロデューサー菅賢治氏を迎え、講座を行い、参加者が「海風
の国」ならではの着地型ガイドツアーを造成した。また、造成したツアーをPRするためのパンフレットを制作した。
a.アーケード周辺で楽しむ最新スイーツ歩き
b.軍人さんの恋話（遊郭浪漫旅）
c.～それは、西の端から始まった～＜近世の入り口＞キリシタン文化　平戸編
d.～それは、西の端から始まった～＜日本人のルーツ　旧石器・縄文編＞
e.キタさんと行く　坂道　脇道　佐世保道
f.佐世保deアメリカン満喫ツアー
g.佐世保の今旬「ぷらっとキャンプ」＠えぼし高原ホースパーク
h.サウナで感じる万津マニアッ区ツアー

〇観光庁 地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業
佐世保鎮守府の構成文化財である針尾無線塔のライトアップを実施した。併せて針尾送信所内において、地元ならではの食を提供するナイトマルシェも開催し、
モニターツアーを実施した。
ア．旧佐世保無線電信所施設「針尾無線塔」ライトアップ
令和4年11月18日(金)～12月17日(土)うち12日間
イ．陸･海から見た佐世保鎮守府ナイトタイムフィールドミュージアムモニターツアー

そのほか、市が主催するGSTCプログラムセミナー参加、危機管理・応急処置などガイドに必須のリスクマネジメント研修の実施

持続可能な観光の取組の実績について、ご記入ください。（例：観光客のマナー違反対策、事前予約制や混雑状況の可視化、ゴミの削減や環境に配慮したコン
テンツ開発、観光客増加による影響に関する住民向け説明会　等）

ベスト・ツーリズム・ビレッジ
としての認証

【選択】

その他、持続可能な観光に関する認証制度等
（自由記述）

取得していない いずれも受けていない

持続可能な観光に関する国際的な認証・表彰の取得状況について

　DMOである佐世保観光コンベンション協会やおぢかアイランドツーリズム協会が直接行う事業、ワーキンググループや協議会が企画し推進する事業、DMOが
各地域の状況に合ったかたちで関わりサポートしながら地域団体・住民が自主的に行う事業など、それぞれの推進方法にあわせ、いずれも、DMOが事業の計画
段階から関わり、アウトプット、アウトカム指標を設定し、実施主体が事業を推進し、事業終了後は、実施主体とDMOが各指標と照らし合わせチェックを行い、次
の取り組みへ反映させる。
また、観光圏推進協議会が、観光地域づくりに関する取り組みを俯瞰してチェック、アドバイスを行う機関でもあることから、ここで報告を行う。

（１）地域住民が一体となった観光地域づくりの推進
　当圏域では、観光圏開始直後に、観光地域づくりを行う上で、地域の独自の魅力の磨き上げや、地域ブランディングの効果的な発信を考え、圏域を11のエリア
に分けた。このエリアは、佐世保市と平成の大合併で一緒になった旧市町を基に分けられていることから、それぞれの地域に独自の文化や歴史をたどって来た
魅力があり、住民の気風にも違いがある。
　観光地域づくりを進めるにあたっては、それぞれの地域住民の声に耳を傾けるとともに、成果指標や参考となる各種データの分析などを共有して随時方向性の
確認を行い、合意形成を図りながら取り組んでいる。

（令和４年度実施）
小値賀：環境保護活動「OJIKA　ISLAND　GREEN TRIP」（おぢかアイランドツーリズム協会）
黒　島：世界遺産の島「黒島」ナイトタイム魅力創出事業（黒島観光協会）
江　迎：江迎ガイド育成事業（江迎活性化協議会）
万　津：持続可能な観光まちづくりの実現に向けた万津6区まちづくり計画策定事業（一般社団法人RE PORT SASEBO）
三川内：みかわちの山里の自然が育むふるさと体験コンテンツ造成事業（みかわちの魅力あるまちづくり実行委員会）
まちなか：戸尾市場街・とんねる横丁でよくばり弁当づくり体験造成事業（西海市場協同組合）
名　切：佐世保まちなか散策コース造成事業（NAKIRI PROJECT）

　この他、地域住民全体を対象とした取り組みとして、地域の各地域の取組紹介やおもてなしに関する講演などシンポジウムを開催し、参加者はもちろん、地域
のメディアに取り上げてもらうことで観光地域づくりの理解を深める。

日本版持続可能な観光ガイド
ライン（JSTS-D）ロゴマーク

【選択】

グリーン・ディスティネーションズ
による認証・表彰【選択】

※複数で表彰された場合は最上
位の表彰を選択

認証を受けていない



観光圏について、DMOについて、佐世保市観光統計、来訪者満足度等調査、GAP調査等のデータを公式HPにて公開
https://www.sasebo99.com/feature/business
また、当協会公式HPにて、毎月の活動報告を掲載。
https://www.sasebo99.com/footer/pressrelease
ほかに、賛助会員向けに会員の交流会として、今年度の観光事業に関する説明会および軍港クルーズ体験乗船会を実施した。

観光客に提供するサービスの品質管理・向上・評価が実施される仕組みや体制のための取組の実績について、ご記入ください。
（例：品質保証制度、OTAの活用、人材育成研修、CRMによるマーケティング　等）

「海風の国」佐世保・小値賀の観光地域づくり及びブランディングを進めるにあたり、観光庁をはじめとする関係機関・団体等との情報共有を含む事業調整及び
地域関連の調整・助言を行っていただく方をアドバイザーとして招聘した。
ア.広域周遊観光促進アドバイザー＿株式会社MELZ　片山雅大氏
イ.「海風の国」地域アドバイザー＿富田柚香子氏

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅰ．地域社会とのコミュニケーションを確保するために、地域住民を含めた関係者に対して、観光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組を
実施している（広域連携ＤＭＯ及び単独都府県の地域連携ＤＭＯを除く）

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅱ．上記〔３〕Ⅰとして、ＤＭＯにおいて自らの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況や観光地域づくりの取組による地域経済・社会の変化の分析結果
等を記載した資料を作成し、書面により関係者に説明・共有している

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅲ．戦略の共有を行う際には、その戦略に照らして、地域の多様な関係者が参画し、ＤＭＯが主導する合意形成の場において、地域における取組の不足
や重複等の調整を定期的に行っている

観光資源の磨き上げや受入環境の整備等の着地整備の取組の実績について、ご記入ください。
（例：着地型旅行商品の造成・販売、域内交通を含む交通アクセスの整備に係る調整、多言語表記　等）

〇ペットツーリズムツアー造成業務
内　容：近年のペットブームを背景として、観光地等においてペットとの同伴旅行の需要が高まる状況を鑑み、ペット受入可能な宿泊施設・観光施設や、地域素材
を使った体験など、ペットと自然を活用した内容のモデルコース造成及びモニターツアーを実施した。

〇ディープな佐世保を巡るツアー造成業務
内　容：YouTubeで佐世保の魅力を発信している「佐世保ベース」の2人と一緒に佐世保の各スポットを巡りながら表現方法（魅力の伝え方）や撮影手法を楽しみ
ながら学び、実践するモニターツアー及びツアー造成を実施した。

〇黒島エリア＿世界遺産の島「黒島」ナイトタイム魅力創出業務
報　告：「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産である「黒島の集落」のシンボル「黒島天主堂」が今年で献堂建設完成120年を迎えた。これを
機に、黒島天主堂のライトアップ及び教会行事(夜ミサ)に参加をすることができる黒島ならではのナイトタイムのツアー造成を行った。次年度以降も継続した黒島
天主堂のライトアップ(長期間)を実施し、ツアーについても当事業の検証結果を基にブラッシュアップを行い、持続的な販売に繋げていく。

ＤＭＯの活動の意義・内容・成果、ＫＰＩの達成状況やＤＭＯの取組による地域経済・社会の変化の分析結果等を記載した資料を作成し、書面により地域住民も含
めた関係者に対して説明・共有を行った実績について、ご記入ください。
（例：地域住民向け説明会、DMOの取組を紹介する広報誌・アニュアルレポートの作成　等）
　※実際に説明・共有を行った資料も添付すること。

（３）関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整・仕組み作り、プロモーション

〇佐世保市内でゆったり宿泊キャンペーン事業
市民をはじめ県民・九州県内を対象とした宿泊キャンペーンを実施することで、新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んだ観光需要の回復を図った。

〇佐世保バーガーデジタルスタンプラリー業務
令和4年に初開催のイベント「SASEBO JAM FESTIVAL」と連動した周遊促進企画として、佐世保バーガーデジタルスタンプラリーを実施し、多くの市民に参加い
ただいた。

〇させぼ飲み食べパスポート制作業務
飲み物と料理をセットにして1,000円（税込）で提供し、市内の飲食店を飲み食べ歩きを促す企画。参加店舗を掲載した、飲食店周遊促進ツール「させぼバル
BOOK」を作成し、無料配布した。

〇海風旅キャンペーン事業
当協会主催のツアーや軍港クルーズなどの様々な旅行商品を、市民県民対象（コロナ緩和後から全国対象）とし、半額で体験できるキャンペーンを実施した。ま
た、メディア、旅行会社、市内観光、宿泊施設のスタッフを対象とした無料体験キャンペーンも実施し、情報発信を行った。

戦略の共有に照らし合わせて、地域の多様な関係者が参画する合意形成の場において、地域における取組の不足や重複等の調整を行った実績や具体例につ
いて、ご記入ください。

地域住民に対する観光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組の実績について、ご記入ください。
（例：住民対象のアンケート調査、住民参加型の着地型ツアー、観光教育プログラム　等）

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅳ．戦略を踏まえ、観光資源の磨き上げや地域が観光客に提供するサービスの品質管理・向上・評価が実施される仕組みや体制が構築されている



☑

〇佐世保市が発行する「広報させぼ」の観光情報掲載や市のＳＮＳでの情報発信など、共有しながら連携して実施している。
〇佐世保の2大観光地のひとつ「ハウステンボス」とは連携してランディングページ「mottoハウステンボス！motto佐世保！」を運営し、連携して情報発信を実施
している。https://www.huistenbosch.co.jp/mottohtbssb/
〇佐世保の2大観光地のひとつ「九十九島パールシーリゾート」とは、メディア露出情報などを情報共有し、SNSでの情報発信を連携して実施している。

一元的かつ効率的に情報発信・プロモーションを実行するための、ＤＭＯと地域の多様な関係者（自治体・民間事業者等）との役割分担について、ご記入くださ
い。

(a)地域全体を包括している※１ (b)宿泊、体験・アクティビティ、飲食

に係る情報を掲載している※２
(c)宿泊及び体験・アクティビティについては、サイト内或いは他予約サイト

へ遷移した上で予約・決済が可能な状態になっている※３

(d)ターゲットに即した言語※４で(a)、
(b)、を満たしている

(e)ターゲットに即した言語で、宿泊及び体験・アクティビティについて、サイト内或いは他予約サイトへ遷移した上で予約・決済が

可能な状態になっている※５

情報発信・プロモーションに係る取組の実績について、ご記入ください。
（例：ワンストップ窓口の整備、ターゲット別のプロモーション方針の作成、SNS発信、観光案内所のサービス維持・向上、トップセールス　等）

〇佐世保観光情報センター（ワンストップ窓口）運営
来訪された観光客のワンストップ窓口機能として、佐世保駅構内に設置し、佐世保市内はもとより、平戸・松浦など長崎県県北地区、小値賀・宇久など五島列島
への玄関口として各地の観光情報、交通アクセス、飲食店、宿泊施設などの総合案内業務に加え、着地型商品や地域物産品などの販売を行った。
営業日数：365日（9：00～18：00）
来訪者数：26,555名（日本人25,254名、外国人1,301名）前年比167.3％

〇佐世保観光の着地型旅行ブランド「海風旅。」の商品を中心に、祭り、イベント、食など旬の観光コンテンツの情報発信を行った。
・「海風の国 魅力発掘・発信ワークショップ」開催
・フランス人ライター（アナスタシア・ルクー氏）招聘(小値賀町)
・日本遺産「針尾送信所」写真家招聘事業　等

〇ハウステンボスの認知度と共同出稿でのスケールメリットを活かし、九十九島・ハウステンボスの周遊を促すプロモーションを行った。
（1）ハウステンボスと佐世保市内におとずれる観光客を周遊していただくことを目的とした共同で運営するWEBサイト（ページビュー数　237,067　ページ別訪問数　
212,462）を管理更新した。併せて記事のモデルとなったインフルエンサーに各SNSで情報発信をしていただいた。
（2）マスメディア（TV等）を活用した広告
（3）インフルエンサー招聘（インスタグラマーやYouTubeｒ）

〇デスティネーションキャンペーン（新幹線対策）事業
佐賀県と共催の佐賀・長崎デスティネーションキャンペーン（10～12月開催）の実施にあわせ、旬の観光素材や体験コンテンツなど、本市の観光資源の魅力をわ
かりやすく伝えるため、テレビ局やWEBメディアへ貸出できる汎用性の高い動画を制作した。また、長崎県及び長崎県デスティネーションキャンペーン事務局と連
携したキャラバンやセールスを行った。

ＤＭＯが運営・管理を行っている、地域全体を包括する情報発信・予約・決済機能をシームレスに提供するウェブサイトについて（ない場合は「なし」と記入）

（URL）https://www.sasebo99.com/

上記ウェブサイトが以下に該当する場合はチェックをつけてください。

※１  自地域のウェブサイトにおいて、地域内の主要な各エリアの情報を1つ以上掲載している状態を指す。
※２　自地域のウェブサイトにおいて、※1の主要な各エリアにおける各情報（①宿泊、②体験・アクティビティ、③飲食）をそれぞれ1つ以上掲載している状態を指す。
※３　自地域のウェブサイト内で予約から決済まで一気通貫に行える状態、又は、ＯＴＡ等の該当施設等の予約画面まで直接遷移するリンクを掲載している状態を指す。
　　　  ＯＴＡ等のリンクを掲載するのみで当該施設の予約画面まで直接遷移しないものは含まないこととする。
※４　戦略においてターゲットと設定している国の言語対応を指す。
※５　ターゲットに即した言語で自地域のウェブサイト内で予約から決済まで一気通貫に行える状態、又は、その国の旅行者が主に使用しているOTA等の該当施設等の予約画面まで直接遷
移するリンクを掲載している状態を指す。

観光庁 既存観光拠点の再生•高付加価値化推進事業≪継続事業≫
観光施設を再生し、更に地域全体で魅力と収益力を高めるため、観光施設全体が再生できるような施設改修や廃屋の撤去等を強力に支援する事業を連携･共
同した。

・㈱S･R･S(サンウエストホテル佐世保)：ペットホテルへの改修
・お宿TSURUYA：照明器具新設工事、宿泊施設魅力発信事業
・株式会社東藤（ホテルロータスハウス）：洗面所蛇口センサー式交換
・佐世保タクシー株式会社：タクシー移動価値向上プロジェクト
・株式会社深堀興産（佐世保第一ホテル）：壁面改修および客室、レストラン改修
・株式会社博多屋（ワシントンホテル）：換気空調システム導入
・株式会社博多屋（グリーンホテル）：パブリックスペース空調改修工事
・株式会社月華荘（レオプラザホテル）：換気空調システム改修
・一般社団法人RE PORT SASEBO：サウナ付きマイクロホテルの高付加価値化改修等

　【関連する点検項目】
　〔３〕Ⅴ．情報発信・プロモーションについては、戦略に基づいて、ＤＭＯ及び地域の多様な関係者が協働し、一元的かつ効率的に行っている



（５）その他特記事項

※令和3～5年度佐世保観光アクションプラン策定について

新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、観光業は非常に厳しい状況に置かれている。
国内外の多くの観光客が本市の魅力を体感し、観光消費により地域経済が活性化することを目的として、観光の振興に取り組んでおりますが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、需要の回復には一定の期間が必要と考えられるほか、観光のスタイル等も変化していくものと考えられる。
別添のアクションプランは、WITHコロナ、アフターコロナの視点で今後の方向性、ターゲット、目標等を検討し、今後3年間で本市観光業のV字回復を図るうえで、
市（行政）、佐世保観光コンベンション協会（公益財団法人）及び観光関連の民間事業者が連携して実施する事業について、基本的な方向性と推進体制及び、重
点的に取り組むべき内容について定めた。
（別添）『令和3～5年度佐世保観光アクションプラン』をご参照ください。

　【関連する点検項目】
　〔５〕Ⅱ．運営資金のうち、行政からの支出による財源（補助金等）が過半を占めている場合は、自主財源の確保について関係自治体と共に具体的な検討が
行われている

　【関連する点検項目】
　〔５〕Ⅰ．安定的かつ多様な運営資金を確保する手段として、特定財源（宿泊税・地方税等の地方税、負担金）、自治体からの受託事業、収益事業、会費等が
考えられるが、これらの財源を確保できる見通しがある

１．人件費
（１）負担割合について
①R4現状（予算）
市100％補助 　11名（PF4名、CR3名、広域連携2名、CV運営補助2名）
市　80％補助　　5名（PF地域開発、情報センター）
市　50％補助　　7名（CV運営補助）
市　66.27％補助　1名（CV運営補助・事務局長）
合　計　102,877千円
うち佐世保市負担（公益目的事業）　　補助率　81.8％　（84,153千円）　
　
うち協会負担（収益事業・法人会計）　18.2％　（18,724千円）①

②現状
勤務時間による業務内訳
公益目的事業にかかる勤務時間数　92.17％（R2実績）から
本来協会が負担すべき人件費は　7.83％（7,343千円）②と考える
①―②＝10.34％分（約9,697千円）は多く負担している計算。
※ただし、駐車場減収分として9,348千円分を補填していただいている。

③今後について
これまで公益目的事業にかかる人件費を一部、協会の収益事業や法人会計より補填していた。R3～5年度は、駐車場事業の中止に伴い、減収分を補填というか
たちで対応をいただいたが、本来の事業項目別の時間割合どおりで負担することが必要と考え、佐世保市と随時協議中。

また、収益事業については、別紙「R5～9収益事業計画」のとおり、自主財源の確保について計画を立てながら実施していく。

運営資金のうち行政からの支出による財源が過半を占めている場合は、自主財源の確保について関係自治体と共に検討を行ってきた実績や協議内容について
ご記入ください。
　※自主財源の確保に向けて、具体的な行動計画を策定していれば、その内容についても触れること。

〇自治体からの受託事業に関して、積極的に受注し、収益の確保を図る。
〇収益事業については、旅行商品の造成・販売を軸にしながらも、地域の産品を受託販売するなど販路を増やすことで、地域とのつながりを持ちつつ、物販収益
増を図る。
〇現在、西九州自動車道４車線化工事のため、休止している駐車場賃貸事業についても、令和７年度から事業再開の見込みであることから、再開に向けた協議
を進めるとともに、賃貸事業の拡大を図る。
〇会員事業については、コロナ禍で異業種交流会などの開催を見送っていたが、令和５年度より交流会を開催し、協会事業についての理解を深める。また、会
員に対して、協会が保有するデータの提供、分析結果の共有を行っていくことで、会員増を目指す。

自主財源（特定財源、自治体からの受託事業（指定管理者制度、ふるさと納税等）、収益事業（旅行商品の造成・販売等）、会費等）の更なる確保に向けた今後
の見通しについて、ご記入ください。

（４）安定的な運営資金の確保



有

有

◆令和5年度重点取り組み
１．国内交流の拡大とインバウンドの回復に向けた取り組み
当協会では、国内外とも、大きくPR（Public Relations）、広告（Advertisement）、ダイレクトマーケティング、誘致セールスの4つのコミュニケーションを組み合わせ
て情報提供・発信している。世の中の情報を入手する手段は、ウェブ・SNSなどオンラインによるものが主流となり、当協会でも対応しているが、デジタル技術の
発展は速く、令和5年度は、デジタルマーケティングを注視しながら時代にあった情報手段を活用し、情報提供・発信に取り組んでいく。
インバウンドについては、回復に向け佐世保市単独だけではなく、戦略的に周辺自治体等と連携して情報の提供・発信に取り組んでいく。
（重点）
 ・九十九島誘客事業（ハウステンボス連携OTAタイアップ）
 ・コンベンション誘致事業（ミーティング・インセンティブ旅行強化）
 ・訪日外国人誘致事業及び西九州させぼ広域都市圏インバウンド対策（北部九州自治体連携情報発信、広域都市圏情報発信・セールス）

２．地域住民が一体となった観光地域づくりの推進
当協会はDMOとして地域住民に伴走しながら観光地域づくりを進めているが、現時点において市内の中でもエリアにより活動の実績が異なり、住民の温度差が
あるのも実情である。
これに加え、人口減少や高齢化の影響による地域力の衰退が顕著なエリアもあり、新たな課題となっている。令和5年度は、3つの取り組みで観光地域づくりを推
進していく。
【3つの取り組み】
・観光による受益を観光従事者や地域住民へ波及する取り組み
・観光地域づくりの理解の醸成と地域参加を促進する取り組み
・住民を巻き込んだ旅行者対応の取り組み
（重点）
 ・地産地消グルメ開発事業
 ・サスティナブルツーリズム推進事業（江迎、世知原、高島等）
 ・ユニバーサルツーリズム推進（市場調査） 
 ・クルーズ船受入事業（周遊促進）

外部組織等による検証の有無 検証時期（有の場合）

検証結果の公表の有無（有の場合） 公表方法（有の場合）観光地域づくり法人のＨＰ上で公表

検証方法（有の場合）

外部組織等の参画者（有の場合） 佐世保市長・小値賀町長・おぢかアイランドツーリズム協会理事長・佐世保観光コンベンション協会理事長

４．次年度（次期）の事業計画の概要

※外部組織等によるＤＭＯの事業や予算に対する検証の仕組みについて

観光地域づくり法人の外部に設置された「海風の国」佐世保・小値賀観光圏推進協議会において、事業の進捗状況や
ＫＰＩの達成状況、予算等について検証し、次年度の事業内容や予算の検討に反映させることとしている。

毎年2月中旬

◆令和5年度事業方針
令和5年度の観光を取り巻く状況は、依然として先行きの予測が立てにくい中ではあるものの、新型コロナウイルス感染症の位置づけ変更がされ、感染の再拡大
防止と社会経済活動の回復を両立する考えが定着し、令和4年度の後半期に続き、観光客の流動増加は見込めると思われる。

令和5年度は、3ヶ年のアクションプランの最終年度に当たり、過去2年間に引き続き、アクションプランの方針に基づき、持続可能な観光地域づくりに資する事業、
DXや観光地の高付加価値に資する事業に取り組む。

また、これまでコロナ禍で行った受入整備が本格的に活躍する場面が増えることから、より一層の誘致、PR活動をウィズコロナの視点に立ち強化する。
加えて、長崎IRの誘致が決定次第、5年後のIR開業を見据え、IRの経済効果が佐世保市全域に波及するための取り組みを行政とともに、より具体的な協議をは
じめるとともに、本市観光の重要拠点であるハウステンボスについて、新たな資本による経営体制との連携を維持しつつ、波及効果の向上を目指す。

これらの取り組みを行うにあたって、佐世保市の観光を牽引するDMOとして、域内の事業者や地域住民の方々との連携をより一層深め、地域一体となった観光
振興により地域経済の活性化に繋げていく。


